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A bstract
ln Febr u ary 2002, at Toyam a City, Nin agaw a Ele m e nta ry Scho ol, w ehelda cla ssthat utilized
"
On-Lin e-
Music Cla s s r oo m
"
which w as ope n ed in April 2001･ So m etim e s, w e c a ns ee ate nde ncy tointend us l ng C Om pute r S
its elfa sthe go al, how e v e r,it w a stho ught at this cla s sthat when the w ebsiteis utilized, the m o stim porta nt
go alsho uld be to u s ethe m as to ol for
t
r e alizing aim s of the chor u s cla ss, and childr
L
e n
-
s willat the cho r us
clas s, s othe dir e ctio n of de velopl ng the cla s s w as pla n n ed acc o rdin g to tho sego als ･ As a result, it w a sfo u nd
that c o mputers can be fully effe ctiv e a sup porting to ol 血u s ualchoru s classesin which the a uthorized te xt-
bo ok is us ed and that the cla s sin wbicb these c onte nts w e re u s ed c a nbe o n e ofthe models of cho r u s clas s e s
at the prese nt tim e, s o- c alled br oadba nd-age.
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1. 『オ ン ライ ン 音楽室』 とは ?
｢掲示板｣ ｢ 曲目一 覧｣ ｢リ ン ク集｣ と い っ た メ ニ ュ ー か
ら構成され て い る｡ (e x.1)
『オ ン ラ イ ン音 楽室』 (http://w w w.o ngakushits u. 本サ イ ト は, ス ト リ
ー ム 形式 の音声 ･ 動画を配信する
n et/(樵) ハ ン ズ オ ン ･ エ ン タ テ イ ン メ ン ト制作) は, こ と に よ っ て , i) 全科担任教員が音楽専科教員が行う
(樵) 教育芸術社発行の 音楽
教科書に掲載さ れ て い る楽譜
や文字に よる解説に , 補充教
材で ある C D音源, L D映像,
新しく制作した音声 ･ 動画デ ー
タな どを加え て , イ ン タ ー ネ ッ
ト コ ン テ ン ツ と し て まとめ ,
ウ ェ ブ上 に構築 した
"
音の 出
る教科書
''
で あ る｡ ｢ミ レ ニ
ア ム プ ロ ジ ェ ク ト 『教育の 情
報化』｣ に よ り , 平成12年度
文部科学省教育 コ ン テ ン ツ 開
発事業とし て 筆者ら に企画制
作, 運営を委嘱された こ の 音
楽教育用 コ ン テ ン ツ 配信 サ イ
ト は, ｢オ ン ラ イ ン 音楽室に
つ い て｣ ｢オ ン ラ イ ン 授業｣
｢音楽年表｣ ｢日本 の 音楽｣
｢世界の音楽｣ ｢サ イ ト内検索｣
･
+
'
-
- 国
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d !.〉 淵 ′ 一 也 .. . 也 仙 ′･ h 軌 h Ⅶu ヽ
オ ン ラ イ ン 音 楽室 へ よう こそ ｡
こ の サ イト の 使用方法につ いて , ますお読み下さい o
i.EiL
,
董 一 生建 の みぢ 富ん へ
抑 i=1三 二 沖 上コニ ク畢皇旦互二二L
CQP緬 哨c) 珊 T･Q BeA' Ⅳ 地 引･叫 2LX)1･
嘩 牢
走サ イト(ま. 連星邑延 へ 届出の 上 ､ 指巳配l% 開始から¢ 毒作柏手‡禿きを行うこ と套尭件 に 非営利
･ 無料 で薯作物¢ 配信を
行 っ ております ｡ (届出申請中)
J A 戸.A M S E O dr/表 サイ ト ぼg ifE,W mぞす t
e x.1 『オ ン ライ ン音楽室』
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授業と同 レ ベ ル の授業を実現
で き る よ う に す る こ と ,
ii) 児童生徒の音楽 へ の興味
や関心を引き出し, 音楽 の基
礎基本の 習得, 演奏技術の 向
上を効率的に支援する こと,
hi) 掲示板やリ ン ク集を設け
て , 情報収集や教員間の交流
を活発に する こ となどを目標
と し て い る ｡
『オ ン ラ イ ン 音楽室』 の 中
心的な コ ン テ ン ツ ｢オ ン ライ
ン授業｣ は, 楽譜と パ ー ト別
カ ラ オ ケ に よ っ て , 合唱や合
奏など の 個人, グ ル ー プ 練習
を実現する コ ン テ ン ツ で あ る｡
[全体をき い て つ か む] [歌の
レ ッ ス ン] [伴奏] [表現の 工
夫] [合唱に ト ライ] [リ コ ー
毒､ ー 表 表表 . ≠ ー "
:
.; 芸
監修:細山正11 先生( 上北沢小字校数納) 書淵提供: B 泰コ ロ ム t: ア株式会社 数書芸稚拙
M aL
-
m b3S h て･ u lrkTn 一e 5をお
l
い t.Tl .-l､､
ダ ー と い っ し ょ に] [ 和音の
勉強] (小学校5年生) [指導
の ポ イ ン ト] の各項目から構成され , 小学校5年 , 6年
生用の16曲を収録して い る｡ (ex . 2)
歌唱曲の フ ル仕様を例に 挙げると, 模範 の歌唱に続け
て歌う こと で , 主旋律を歌える よ う に する ｢歌の レ ッ ス
ン｣ か ら, 副旋律の練習を効率的に行う ｢合唱に ト ライ｣
ま で , 段階別に使用する ことが で き る｡ ま た, ｢だんだ
ん と もりあ げて｣｢ たい せ っ に 歌う｣ などと い っ た, 教
員用指導書 に記載され て い る ア ド バ イ ス を, 動画を併用
したり, 好 ま し い例と そ う で な い 例を聴き比 べ ると い っ
た手法に より貝体化した点も特徴で あ る｡
今回 の合唱授業で は, フ ル 仕様 の 一 つ で あ る ｢歌よ
ありが とう｣ を授業 の
■
一 部 で使用 した ｡
2
. メ ー リ ン グリス トを中心 と した授業準備
『オ ン ラ イ ン音楽室』 を使 っ た授業を実施で きる小学
校を探して い たと こ ろ, 富山市立幡川小学校が快く引き
受 けて てだ さ っ た｡ し か し, 蛤川小学校で は高速回線が
未敷設で あ っ た ため , (樵) 教育芸術社, (樵)- ン ズ オ
ン ･ エ ン タ テ イ ン メ ン ト の 許可を得て , 授業後ア ン イ ン
ス ト ー ル す る こ とを条件に , 野上治子教諭 (婦中町立速
星中学校音楽科教諭, 教育研究科大学院1年(当時)),
綿貫俊之 , 村田千春 (と も に教育研究科大学院1年(当
時))が ｢オ ン ライ ン授業｣ の コ ン テ ン ツ を コ ン ピ ュ ー
タ室 の コ ン ピ ュ ー タ 8台 にイ ン ス ト ー ル し, そ の う ちの
3台を音楽室で使えるよう に した｡ ま た, コ ン テ ン ツ の
イ ン ス ト ー ル と同時に , ｢オ ン ライ ン授業｣ を閲覧するた
め に 必要 な プ ラ グイ ン , Re al Audio Player , Quick
Tim ePlaye r, Sho ckw a v ePlaye r もイ ン ス ト
ー ル し た｡
e x.2 ｢オ ン ラ イ ン授業｣
2002年2月3日 授業を円滑に進めるため の 諸連絡 ,
意見交換の ため の メ ー リ ン グ リ ス ト を開設 した ｡ 登録 メ
ン バ ー は, 富山大学側が筆者, 野上治子教諭, 綿貫俊之,
村田千春, 熔川小学校側が授業者で ある荻布佐智子教諭
(当時), 村橋久恵教頭( 当時), 教務主任塚田みゆき教諭,
同大野克子教諭 , 協力者笹原克彦教諭(当時)で あ っ た｡
2002年2月 7 日(放課後)野上治子教諭が リ ー ダ ー の
児童ら に 『オ ン ラ イ ン音楽室』 の使い方を説明した｡ そ
の後, 荻布教諭, 笹原教諭と指導展開に つ い て話し合 っ
た｡
2002年2月10 日 一 回目の 授業は, 2002年2月18 日第
1校時に決定した｡
2002年2月11 日 二 回目の 授業 (公開研究授業)は,
2002年2月21 日第2校時に決定 した｡
2002年2月12 日 二 回目の授業 (公開研究授業)の指
導案 (第一 案) を作成した｡
こ の第 一 案 に対し て , i) 展開の仕方が本時のね ら い
と 一 致し て い な い , ii) 児童の主体的な学習が目標とな っ
て い る に もかか わらず,
､ ､
さ せ る こ と ､､ に 主眼 が置かれ
た教師主導型の 指導案で ある , ih) 子どもた ち自身が
｢グ ル ー プ 活動をする ことが必要で ある｣ と自覚して 取
り組ん で こ そ初め て主体的な活動とい える の で はな いか,
と い っ た指摘があ っ た｡
さ ら に , ｢あれが で きな い｣ ｢こう い う経験が な い｣ と
否定的な捉え方 をするの で はなく , ｢こ れま で こ う い う
力が身に つ い て い るが, さ ら に こ う い う力を伸ばしたい｣
｢こ う い う経験を積む ことが子 ども の力を高める こと に
なる｣ と い う考え方を指導案に反映させる こと に な っ た｡
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また題材名に つ い て も協議され たが , こ の よ うな意見交
換の大部分がイ ン タ ー ネ ッ ト上 で比較的短期間に行われ
た｡
2002年2月15 日(放課後) 筆者, 野上治子, 綿貫俊
之が蛤川小学校を訪ね, 河井益良夫校長らに挨拶
2002年2月16 日 授業者荻布教諭が指導案 (第二案)
m 成
2002年2月18 日 第1回の授業の 実施
2002年2月20 日 指導案(最終案)が完成する｡ (e x. 5)
2002年2月21日 第2回の授業の 実施 25 日に第3回
目の授業を行う ことが決定され る｡
2002年2月25 日 第3回目の授業の実施
2002年2月26 日- 卒業式に向け て , 朝 の会など で 毎
日練習
3 . 『オ ン ライ ン音楽室』 を使っ た合唱授業
(1) 楽曲に つ い て
花岡恵 作詞/橋本祥路 作曲 こ の 曲 は 自分の 心 の
なか に 残 っ て い る大好 きな歌 へ の 賛歌で ある ｡ 曲は A
(aa
'
) B(bb
'
) に コ ー ダが付 い た形とな っ て い る ｡ a の
斉唱 , 2番 a' の 対位的な旋律
ex .3 ｢歌よ ありが とう｣ の [歌の レ ッ ス ン] (『オ ン ラ イ ン音楽室』)
､
e x. 4 ｢歌よ ありが とう｣ の [合唱に トラ イ] (『オン ラ イ ン音楽室』)
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の重なり, B か ら の 二部合唱,
コ - ダの 三部合唱と , 変化 に富
ん だ響きが味わえる｡
(2) 第一 時 の授業 2002年2月
18日 第1校時 その後予備
の 時間をとる｡
授業 の流れ は以下の通り｡
･ 体 を ほ ぐす体操をする｡
･ ｢こ ん に ちは - ｣ と声を出
す｡
･ ｢ 歌よ ありが とう｣ の C
Dを聴く｡
･ C Dを鑑賞 して 思 っ た こ と
を書く ｡ ((聴い て 思 っ た
こ と, 気 づ い た こ と) 参照)
･ 歌詞をみん な で読む ｡
･ 作詞者, 作曲者を確認する｡
･ 拍子, 小節数を確認する｡
･ 曲の 繰り返し記号や演奏順
を確認する｡
･ 教師に よ る範唱 (上 パ ー ト :
荻布教諭, 下 パ ー ト : 野上
教諭) - 児童は範唱を聴き
なが ら, 楽譜を指で追う｡
･ 児童 それぞれが めあ て を考
え て 書く｡ (どん な風に歌
い た いか , ど ん な声で歌 い
た いか , どん な気持ちで歌
い た い か , な ど｡ (学習の
め あ て) 参照｡ )
･ 『オ ン ライ ン音楽室』 を使 っ
て パ ー ト練習をする.
(e x. 3, e x. 4)
(聴い て思 っ た こ と, 気 づ い た こ と)
こ の曲を久し ぶ り に 聞きました｡ や さ し い気持ち で
歌えたらす ごく きれ い に なると思い ます. (A さん)
3 つ の パ ー ト に 分かれ て い て と て も美し い歌声だ っ
た｡ 自分たちも, こ の歌を歌うと思うとすごくわく
わくする｡ (B さん)
難しく て歌えそう に もな い と思 っ キ. (Cくん)
心が気持ちよくなる感 じだと思い ま した｡ きれ い に
合唱し て い て , 自分たち もあんな に きれ い に歌える
と い い な ぁ ｡ あん な にきれ い に歌え るか｡L､配だけど,
は やく歌 っ て み た い と思い ま した ｡ み ん な中学校に
行 っ た ら バ ラ バ ラ に なる けど, こ の 歌 で み ん なが 一
っ に な ると い い な ぁ と思 います｡ 3 パ ー ト が し っ か
り聞 こえ た｡ (D さん)
- モ っ て い る所がきれ いだ っ た｡ 3 パ ー ト そ れぞれ
の 声が よく聞こえた ｡ 明る い曲だ っ た｡ (E さん)
と て もきれ い な歌声だ し, きれ い な響きだな ぁ と思
いま した｡ 上 の パ ー ト を うまく歌えたら い い な ぁ と
思 います｡ (F さん)
c Dを聴い て , 自分たちもあ ん な に きれ い に歌え る
か , 不安 に なりました｡ で も, や っ ぱり卒業生と し
て頑張 っ て歌 い た い と思い ました｡ (G さん)
こ の歌は明る い の で , み ん な で歌うとび っ たりだ と
思い ました｡ (Hく ん)
(学習の めあ て)
や さし い感じ で歌えば声もみ ん な 一 つ に な っ て いく
はず｡ (A さん)
卒業の思い 出とし て の歌な の で , 気持ちを込め て 合
唱し, 心 に残る歌に した い ｡ 自分 の パ ー ト を完璽に
する｡ (B さん)
み ん な に迷惑をか けな い よう に頑張る｡ (Cく ん)
み ん な の 心が 一 つ に な るよ う に 歌 い た い ｡ 担当の
パ ー ト を し っ か り歌え るよう に した い ｡ (D さん)
他の パ ー ト の 声もし っ か り聞く｡ 明るく , あ りが と
うと い う気持ちを込め て 歌う｡ 自分 の パ ー ト を し っ
か り歌う｡ (E さん)
自分の パ - 卜 を きれ い に響く歌声で歌い た い ｡ (F
さ ん)
自分が気持ちよく歌え るよう に ｡ も う卒業するんだ
と い う思い で 歌い た い と思う｡ (G さん)
3 パ ー ト もある の で 他 の人 に つ られな い ｡ 明る いイ
メ ー ジ が ある の で , 明 るく きれ い に歌う｡ (H くん)
(感想･ 次の 時間に した い こ と)
も っ と パ ー トで 合わ せ て強弱な ども気を っ けて歌 い
た い で す｡ (A さん)
き ょ う は, 野上先生と初めて会 っ た｡ と て も歌がう
まくて 荻布先生と 一 緒 に歌 っ た時はすごく美しか っ
た｡ (B さん)
案外難しか っ た｡ (Cく ん)
も っ と きれ い に大きく口 を開けて 歌える よう に した
い ｡ (D さん)
パ ー ト ごとは 一 人 一 人が も っ と声を出す｡ 合唱で合
わせ て みる｡ (Eさ ん)
あまり声が出なか っ た｡ 練習時間が少なか っ た｡ も っ
と練習をした い ｡ (F さん)
自分が気持ちよく歌え る よ う に した い ｡ も う卒業す
るん だと い う思い で パ ー ト ごと を完璽に し て , 合 わ
せ て みた い ｡ き ょ う , 時間が あま りなく て残念で し
た｡ (G さん)
し っ か りと大きく明るく楽しく歌う ｡ (H くん)
(3) 第二時の授業
第 一 時 の授業で , 子 ども たちは早く歌い た い , 合わせ
た い と非常に意欲的に な っ た｡ こ の授業は, テ レ ビ ･ 新
聞(北日本放送, 朝日新聞, 北日本新聞! 富山新聞, 読
売新聞, 毎日新聞)の取材を受け, 『オ ン ラ イ ン音楽室』
に対する 一 般 の方 々 の 関心の 高さが窺え た.
第 6学年 音楽科指導案
3組 在籍 3 5名
指導者 荻布 佐智子
1 題材名 明る い響き で
教材曲 ｢歌よ ありがとう｣
2 題材につ いて
本学級で は､ こ れ ま で器楽や歌唱ア ン サ ン ブ ル を中心に表現活動を行 っ て き た｡ 子 どもたちは､ よ り美し い
音の 重なり を目指して ､ 練習を積ん だり､ 工夫を加え たりして きた｡ そ の活動を通 して ､ 仲間ととも に音楽表
現する こと の楽しさ を味わ っ た子は多い ｡ 歌唱 に関して は､ や わ らか な声をもち ､ 音程や リ ズ ム を正確に歌え
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る子は多い ｡ し か し､ 照れや緊張､ 変声の 時期､ 自信 の なさ など の ため に ､ な かなか響き の ある声が 出せ な い
で い る｡
そ こ で ､ 卒業 の思 い 出と して 学級全体で合唱曲を つく ろうと提案した い ｡ 合唱を っ くり あげる こ とが ､ 仲間
意識を高め､ 不安定に なりがちな気持ちの 支え の 一 つ に な ればと考え る｡ そ し て ､ 心 を 一 つ に し たと い う感動
体験を共有して は し い ｡ ま た三部合唱は初めて の挑戦で ある ｡ 下 パ ー ト の 副旋律は､ 音が取り にくく､ 合唱す
ると つ られ て歌 い にく い と予想され る｡ そ こ で 一 人 一 人 が自信をも っ て歌え るよう に ､ 教師や子どもたち同士
の 励ま しや ､ 合唱 の基礎の確認 ､ パ ー ト練習 の充実を図りた い ｡ パ ー ト練習 で は イ ン タ ー ネ ッ ト上 の コ ン テ ン
ツ 『オ ン ラ イ ン音楽室』 を活用 して ､ 子 どもが主体的に進め られる よう に した い ｡
教材曲 ｢歌よ ありがとう｣ は ､ 子どもたちが憧れをも っ ような嘘律や リ ズ ム ､ 魅力的な和音構成の合唱曲
で ある｡ し っ と りと した前半と盛り上がる後半の 曲想の変化はわかりやすい ｡ ま た斉唱､ 二部合唱､ さ ら に コ ー
ダで 三部合唱 へ と広が っ て いく形式で ､ 曲の 高まりを心地よく感じなが ら歌え る で あろう｡ ま た歌詞は､ 自分
の 心を支え る歌をたたえ､ 仲間と共に 歌う こ とを大切に思う内容で ある ｡ 子どもたちはさま ざま な自分の 思い
を込め なが ら歌う ことが で きると考える ｡ こ の曲 に対する思 い を高め なが ら､ 一 人 一 人 に と っ て 大切な歌に な
る よう に支援し て い きた い o
3 全体目標と計画 (全3 時間)
○ .卒業前 にみ ん な で合唱曲を つ く ろうo
1時間･ 歌詞 の 内容､ 曲全体の感じを つ かむ . 音程やリ ズ ム
全体目標
･ 個人, 全体の めあ て . パ ー ト練習
明る い響
き で ､ 曲
想を生か
した三部
合唱を し
よ う ○
○ 心を合わせ て 三部合唱をし よ う○ (本時1/2時)
2時間
･ 明る い響き の 発声
･ め あ て をも つ た パ ー ト練習
･ 曲想を生か した表現
○ 毎日歌い ､ 自分たち の レ パ ー ト リ ー に し よう o (朝の 会など) 課 外
4 本時の学習 (2/3 時)
① 本時の 目標
自信をも っ て他 パ ー ト と合わ せ て 歌う ｡
② 本時の 展開
具体目標 予想される子ども の追究過程と追究を深める教師の援助 評価の観点
○ 進ん で 体を ○ 発声練習をする○ ･ リ ラ ッ ク ス して 表現で き ○ 進んで発声
動か したり ､ ○ 前時の練習を思い 出しなが ら るよう に言葉をか けるo
･ 特 に気を つ け て練習 した
練習に取り_組
口 を大きく開
けたり して 声
を出そう とし
て い る○
｢歌よ ありがとう｣ を歌う○
① 今日 のfヾ
- ト練習で の めあ て を発表し
合うo
ん で い る ○
(態度､ 表情)
･ 声が小さ い の で お なか に力を入れ て ､ い と こ ろを確認し､ め あ
√ ロ を開けて歌う ○
･ 声を明るくするため に ､ 表情を明るく､
気持ちを込め て 歌う ○
･ 他 パ ー ト と 一 緒 に歌 つ て も つ られな い
て を絞れ るよう に する ○
･ 楽譜 に留意点を記入する
よう に ､ 練習するo こ と の大切さを助言 し､
気持ちが目標に 向く よう
にするo
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○ パ ー ト内 で
互 い に聴き合
い
､ 表現 に生
かそうとする｡
○ 自分たち の
表現を聴き､
よ い と こ ろや
次の課題を見
つ ける｡
② 『オ ン ラ イ ン 音楽室』 を使 っ て パ ー ト
練習を行う｡
･ パ ー ト に 分かれると ころを何回も練習
しよう｡
･ 他 パ ー ト の 音と 一 緒 に歌 っ て み よ う ｡
･ パ ー ト 内で互 い に聴き合 っ て 練習を進
めよう｡
③ 全員で合唱練習をする｡
･ 2部や3部に分かれ ると こ ろをみんな
で練習 した い ｡ つ られな い で歌おう｡
･ パ ー ト 練習で気を っ けて い た こ とを忘
れな い よう に ､ 楽譜を見ながら歌おう｡
○ 合唱したもの を録音 して 聴い て みる｡
･ 自分の パ ー ト が聞 こえ るよ｡
･ 3 部の と こ ろは､ ま だ声が小さ い な｡
○ 今日 の 学習の 感想を カ ー ド に書き､ 次
時の めあ て に つ な げる｡
I 『オ ン ライ ン音楽室』 を
活用し､ 歌う ごと に音程､
リ ズ ム ､ 歌詞､ 響きな ど
を評価し合えるよう に助
言する｡
･ 部分練習が効果的で あ る
こと に気 づく よう にする｡
･ パ ー ト練習 の成果が生き
るよう に ､ 言葉をかける｡
･ そ れ ぞれ の よさが感じら
れるよう に ､ 励ま し, 認
める｡
○ パ ー ト内で
互 い に聴き合
い ､ 表現 に生
かそうと して
い る ｡ (発言､
態度)
○ 表現の よ い
と こ ろや次の
課題を見 つ け
る｡ (カ ー ド､
発言)
e x. 5 第 二 時の 学習指導案 (最終案)
(感想･ 次 の 時間に した い こ と)
パ ー ト練習 で は何度 も歌 っ て い るとだ ん だ ん とみ ん
な声が出て き て よか っ た｡■(A さん)
みんな で初め て合わせ て み て 思 っ た こ と は, 歌 っ て
い い な ぁ と い う こ と で す｡ き ょ う はすごく緊張しま
した｡ (B さん)
なん だか うまく な っ た よ うな気が した｡ (C くん)
上 パ ー トと下 パ ー トで - モ れ るよう に 一 つ 一 つ の パ ー
ト を し っ か り自信をも っ て歌えるよう に , 大 きく 口
を あけて ハ キ - キ歌う｡ (D さん)
パ ー ト練習 で は練習して い くうち に声が大きくな っ
て , 明るく , 心を込め て歌えるよう に な っ た ん じ ゃ
な い かな ｡ (E さん)
今ま で で 一 番声を出せ た｡ つ ら れず歌えた｡ 今回は
練習時間がた っ ぶ り あ っ た｡ 少 し緊張 した ｡ (F さ
ん)
パ ー ト ごと に完壁に したはずで も, 男子 の声があま
り聞こえなく て 残念で した｡ 合わせ た の を聴い たら
すごくきれ い だ っ た ｡ よか っ たo (G さん)
テ レ ビ局が釆て いた の で少し緊張したけれど, 3 パ ー
ト 合わせる時にきれ い に歌え た の で , 今 ま で練習し
て い て よか っ た な ぁ と思 います｡ (Hくん)
(4) 第三時の 授業
第二 時の 発展｡ 特 に コ ー ダ の 三部合唱を歌えるよう に
する｡ こ の後 , 卒業式に向け て朝 の会などを活用して練
習を繰り返す｡
(感想･ 次 の 時間に した い こ と)
合わせ て と て もきれ いだ っ た｡ 強弱をみ ん な で気を
つ け た｡ だ い ぶ上達した ｡ (A さん)
すごい ｡ 後 で聞 い て み て , 前 よ りもきれ い に な っ て
い ると思 っ た｡ ラ ラ ラ ･ ･ の と こ ろは, 上が聞 こえ
にく い の で , 下 を小さく するか , 上 ･ 中 を大きくす
れば い い と思う｡ (B さん)
声がだ ん だ ん 出て きた｡ (C くん)
今ま で で 一 番 よか っ た｡ み ん なと 一 緒 に で き たし,
下 パ ー ト もし っ か り歌えた｡ (D さん)
パ ー ト練習はなか なか声が出せ なか っ た けれ ど, ど
ん どん 大きく歌え るよう に な っ た｡ なか なか笑顔で
歌えなか っ たの が残念で した｡ 下 パ ー トの 声が よく
聞こえた ｡ も っ と心を込める｡ (E さん)
録音した テ ー プ を聞 い て , 下 の パ ー ト が よく聞こえ
て 上の パ ー トが あまり聞こえなか っ た｡ 前 より声が
出せた ｡ (F さん)
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下 パ ー ト は完壁すぎて , 音量が とて も大きか っ た｡
後 で聞 い た時, 下が 一 番聞 こえ過ぎて , 上 パ ー ト の
音を聞く ことがあまり で きなか っ た｡ (G さん)
僕は声が低い の で高 い の に 少し つ い て い けなか っ た
けれ ど, 自分なり に精 一 杯 やれ たの で よか っ た です｡
もう少し声を高くした い で す｡ (Hくん)
(第一 暗か ら第三 時を通じ て の感想)
一 番最初に パ ー ト で歌 っ た時は, ま だみ ん な の声が
出て い なか っ た｡ 心 が込も っ て い なか っ たん だ けど,
練習し て い くう ち に み ん な の表情が豊か にな っ て ,
みん な で歌うから 一 つ の 歌 に なるんだと思いま した｡
野上治子先生 へ 美し い歌声で した｡ 1人 で教室中
を響かせられる の はすご い と思い ました｡ (A さん)
こ の歌を卒業式で 歌う の で ,･ 2月25 日に歌 っ た時 よ
りもも っ とも っ と気持ちを込め て歌 い た い ｡ 卒業ま
で に美しく完望 に して こ の 歌を歌 っ て よか っ た と思
え る よ うな歌に した い ｡ (B さん)
最初は声がぜ んぜん出なか っ た けど最後は声が大き
く出て よか っ た｡ (Cく ん)
もう 一 度 こ う い う風 に歌 っ て み た い ｡ 歌 っ て い て気
持ちよくな っ た こ とがよか っ た｡ で も, 少 し ふ ざけ
て い る人が い た の で , も う 一 度 み ん なが 一 つ に な る
よ う に歌 い た い ｡ (D さん)
み ん なの心が き っ と 一 つ に なると思 っ た｡ ラ ラ ラ ･ ･
の と こ ろ の中 パ ー ト が聞 こえ に くか っ た か ら, し っ
か り声を と っ て も っ と きれ い な合唱を した い です｡
6年3組しか で きな い合唱を した い で す｡ (E さん)
3時間しか練習で きなか っ た けれ ど, み ん なきれ い
に歌え て い た｡ 少し の 時間で , 一 曲を歌え ると思 っ
た ｡ (F さ ん)
3時間の 練習で下 パ - 卜 はと て もきれ い に歌える よ
う にな っ た し, 音 も完壁 にとれる よう に な っ た と思
う ｡ で も, 上 パ ー ト と の つ り合い がとれず, 残念 で
した ｡ (G さん)
2月21日 に み ん なと心を合わ せ て 歌え た の はよか っ
た と思い ます｡ あ の時, 少 し歌が楽しく思い ました｡
楽しく歌えば, 心 を合わ せ れば何で もで きると思い
ま した｡ (H くん)
4
. 合唱指導 ｢歌よ ありが とう｣ に つ い
て の 考察
3回の 合唱授業と課外活動を通じて , 子 どもたち はそ
れぞれが決めた学習の めあて に 向か っ て , 素直に 明るく,
自ら考えなが ら練習して い た ｡ 学習 に対し て
､､必要感 ､､
を も っ こ と は, 教科 に かかわ らず不可欠で あり, こ こ で
は ｢子ども に させる｣ ことか ら ｢子どもが自分で する｣
こ と へ 教師の意識変革が なされ, 練習させ られ る の で は
なく, 自ら三部合唱を つ くりた い と い う気持ちが自然に
沸い て くるような学習展開が工夫され て い たと思う｡
｢オ ン ライ ン授業｣ は決 して 目立 っ こ となく′, パ ー ト
練習の ため の支援 ツ ー ル と し て位置づ けられ , と りわけ
導入段階で は コ ン ピ ュ ー タ は使用せず, 通常の 合唱指導
の 導入方法が採用され て い た｡ 今回 の授業で は, 合唱授
業にお けるイ ン タ ー ネ ッ ト コ ン テ ン ツ の教育的効果を確
かめる の が目的で はあ っ た が , そ れ に終始せず, 教師や
子 ども同士の励まし に よ っ て , ど う い う風 に工夫すれ ば
気持ちを込め る こ とが で きるか , 表情豊か に 歌え るか ,
各 パ ー ト の バ ラ ン ス を図る ことが で きるかと い っ た課題
に取り組ん で い た こ とが高く評価で きる｡ ま た , 合唱授
業の なか で , ｢自ら学び考え る力の育成｣｢問題解決的な
学習の重視｣ な どを十分に実現して いく ことが で きる こ
とも実感で きた｡
ま た同校に は高速回線が末敷設で あ っ た た め, ｢オ ン
ラ イ ン授業｣ の コ ン テ ン ツ をイ ン ス ト ー ル せ ぎ るを得な
か っ た が , 学習環境の 面で は, 3 つ の 広 い ス ペ ー ス で
｢オ ン ラ イ ン授業｣ を使 っ た パ ー ト練習が で き るよう に
配慮され , コ ン ピ ュ ー タを音楽室に移動したり, プ ロ ジ ェ
ク ク ー も 3台準備する ことが で きた ｡ こ う い っ た環境が
普通学校で整い っ つ あ るの は喜ば しい こ と で ある｡
子どもたちも コ ン ピ ュ ー タ を目新 しい もの で あるとは
思 っ て い な い ｡ そ の こ と は感想カ ー ドに コ ン ピ ュ ー タ に
つ い て 善か れ て い な い こ と などからも容易にわか る｡ 今
ま で コ ン ピ ュ ー タ (イ ン タ ー ネ ッ ト コ ン テ ン ツ) を使 っ
た授業とい うと, そ の目新しさが取り沙汰されがちで あ っ
た が , 今回 の合唱授業で の
､ ､
サ ポ ー ト 的 " 位置 づ けは,
こ れ か ら の コ ン ピ ュ ー タ 活用 の 一 つ の モ デ ル に なる の で
はな いか と思われる｡
他方, わずか3時間の 練習で ｢歌よ あ りが とう｣ を
最後まで 通し て 歌え るよう に な っ た こ と は, ｢オ ン ラ イ
ン授業｣ を使 っ た パ ー ト練習 の成果で ある の は い うま で
もな い ｡ 子どもたち も自分らの進歩の 速さ に驚 い て い る
よう で あ っ た｡ た だ , 授業者で あ る荻布佐智子教諭が音
楽指導に長け て い る ばか り で はなく , 中学校の音楽専科
教員で ある野上治子教諭が協力者と して 参加したため ,
こ の コ ン テ ン ツ を開発する際の 目標で あ っ た, こ の コ ン
テ ン ツ を使えば全科担当教員が音楽専科教員が行う授業
と同 レ ベ ル の 授業を実現で きる ことが ただ ち に証明され
たわけ で はな い ｡ こ れ は今後の課題と して 残された｡
今回の 授業に お い て は, ｢オ ン ラ イ ン授業｣ は パ - 卜
練習 の み に使用されたが , 子 どもたちが慣れ て くれば,
放課後や空き時間を利用して さらな る目的に応じ て使 い
こ なし て い く で あ ろう ｡ そ の際, パ ー ト練習用以外の コ
ン テ ン ツ も主体的に活用さ れる に 違 いな い ｡
-7-
5 . 学習用イ ン タ ー ネ ッ ト コ ン テ ン ツの今後
学校完全週休二 日制の導入に伴い , 平成14年度から授
業内容が30%, 授業時間数が20%削減され た ｡ 音楽科を
例にすると, 平成13年度まで第2 - 6学年は年間70時間
(第1学年 は68時間) だ っ た授業時間数が , 平成14年度
か ら, 第 3 - 4学年は60時間, 第5 - 6学年は50時間に
な っ た(第1 - 2学年は不変)｡ こ う した状況下, 限られ
た授業時間数の なか で , 音楽 へ の興味 ･ 関心 の持続, 普
楽的な表現 へ の 意欲の伸長, 音楽表現 へ の主体的参加 ,
音楽的な技能の 定着と向上な どを実現するため に , 授業
の 効率化が求め られ る の は当然の 成り行き で ある｡
と こ ろ で , 学校現場 へ の コ ン ビ ュ - 夕 やイ ン タ ー ネ ッ
ト の導入 に際し て は, 第 一 に ｢こ れ ま で もし て きた こと
が , よ り楽 に , よ り完壁 に , よ り効率的に で きる よう に
なる こ と｣, 第 二 に ｢こ れま で で きなか っ た新し い 画期
的な ことが で きるよう に な る こ と｣ と い う 二 つ の 効果が
あると いわれ て い るが ト コ ン ピ ュ ー タ の活用は, 教科書
に基づく授業以外の部分で実験的に進め られ て きた事実
が物語 るよう に , こ れ ま で どちらかと い うと第二 の効果
を重視し, 第 一 の 効果を軽視する傾向に あ っ た の は周知
の 通り で ある｡ 音楽科に お い て も同様で あ り, 創作な ど
特定の分野に 限定した実践が多く , 音楽授業の効率化の
ため の コ ン ピ ュ ー タ 活用と いう発想はあまり見られなか っ
た｡
しか し今後は , 削減される授業時間数を考慮して , 教
科書の 内容を理 解するため の テ ク ノ ロ ジ ー の 活用と い う
側面をより 一 層重視して も い い の で はな いだ ろうか ｡ コ
ン ビ ュ - 夕 やイ ン タ ー ネ ッ ト が 一 般化し, 実験段階を経
て 普及段階に入り つ つ あ る今 こそ , コ ン ピ ュ ー タ や イ ン
タ ー ネ ッ ト な ど の 道具を活用する こと に よ っ て , そ れ ま
で 仕上げるま で 5時間か け て い た合唱指導を3時間で で
きる よう に し て , 残り の 2時間をさ ら に発展的な学習に
使う よう な方向性が望ま し い と思う｡
筆者はそ うした状況に 鑑み , ｢こ れ ま で も し て きた ,
音楽指導 ･ 音楽学習 - の 活用｣ に方向を転換を しようと
考え , 音楽教科書の デ ジ タ ル化 , 『オ ン ラ イ ン音楽室』
の制作に取り組んだ｡ 教科書に対し て は批判は多々 ある
ちの の , 教材 の妥当性 , 学年 レ ベ ル な ど に 少なくと も吟
味が加え られおり, ま た , 基本的な学習内容 は急に変化
するもの で はな い と い う こ とを重視する こと に した｡
授業の 大部分を占め る ｢教科書を使 っ た こ れま で の各
教科の 授業｣ をす べ て の 子どもたち に と っ て わ か りやす
く , 学校を少し で も楽し い場所に するため に こ そ , コ ン
ピ ュ ー タ や イ ン タ ー ネ ッ ト はまず利用される べ き で ある｡
加え て , コ ン ピ ュ ー タ を あらゆる授業で使う の で はなく ,
授業 の ねら い に即 して 使 っ て い るか , コ ン ピ ュ ー タが有
効に機能して い るか , コ ン ピ ュ ー タ の 活用だ け で活動が
終わ っ て い な い か , コ ン ピ ュ ー タ が授業時間の 多く を教
師か ら奪い取 っ て は い な い か, 児童 の 注意が授業内容か
ら逸れ て い な い かなどを常に 検証する ことが必要で ある
の は い うま で もな い ｡ 『オ ン ラ イ ン音楽室』 を使 っ た幡
川小学校の合唱授業で は, 授業者, 協力者をはじめ, こ
の 実践にかか わる教師全員に よ っ て , こ れ ら の点 に対し
て 細心の配慮がなされ て い た ｡
おわ りに
平成14年5月 9日 に発表さ れた ｢e -Japan 重点計画 -
2002｣ に よれば, 平成17年度ま で に , 概 ねす べ て の公立
小中高等学校等が高速イ ン タ ー ネ ッ ト に常時接続される
とともに , す べ て の 教室がイ ン タ - ネ ッ ト に接続される
と い う｡ つ ま り , イ ン タ ー ネ ッ ト コ ン テ ン ツ は こ れか ら
が普及の 時期を迎え るの で あり, 今後益々 『オ ン ラ イ ン
音楽室』 の ような ｢教科教育用｣ ｢教員用｣ ｢デ ィ ス プ レ
イ用｣ の コ ン テ ン ツ の 開発, 普及 に 向けて 関係者 ･ 専門
家の 関心が高ま る べ き で あると思う｡
コ ン ピ ュ ー タ を使わなく て も良質の 教育を手に入れ る
こと は でき るし, コ ン ピ ュ ー タ が生身の教師の励まし に
取 っ て 代わ る こと はあ り得 な い ｡ そ う い う意味で は ,
『オ ン ラ イ ン 音楽室』 を導入 しただ けで は何の 奇跡も起
こ らな い ｡ し か しなが らそ の 一 方 で , ､､音 の 出る音楽教
科書 " がす べ て の教室に あり , 子 どもたちが い っ で も好
きな時に音楽に親しむ ことが でき る こと の意義は計り知
れ な い ほ ど大き い ｡
以上 の こ とからもわかる よう に , 音楽科教育は, 授業
の目標や学習の めあ て の達成に向か っ て , コ ン ピ ュ ー タ
と教師, コ ン ピ ュ ー タ と児童 , 教師と児童との よりよ い
関係を構築する段階を迎えて いる と い える｡ 今後も 『オ
ン ライ ン音楽室』 の授業実践な どを積み重ねる こと に よ っ
て , その よ りよ い関係を試行錯誤をしながら模索して い
き た い ｡
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